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卸
団
地
制
度
創
設
50
周
年

記
念
式
典
が
、
10
月
31
日
に

東
京
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
で
82
団
地
１
２
７
名
参
加

の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
に
お
い
て
当
組
合

が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

貢
献
し
、
団
地
制
度
の
発
展

に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り
優

秀
組
合
と
し
て
、
商
団
連
の

会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
丸
山
正
一
理
事

長
が
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

を
、
高
橋
牧
尋
副
理
事
長
が

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
理

事
長
表
彰
を
、
桑
原
茂
実
副

理
事
長
が
商
団
連
会
長
表
彰

を
各
々
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
中
は
組
合
運
営
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
た
に
迎
え
た
今
年
は
、
長
く
続
い
た
デ
フ
レ
・
円
高
不
況
か
ら
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
、
将
来
へ
の
明
る
さ
が
見
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
年
こ
そ
は
当
組
合
の
各
社
に
と
り
、
景
況
の
好
転
が
現
実
の

も
の
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。　

平
成
26
年
は
、
当
組
合
に

と
り
、
大
き
な
節
目
の
年
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
数
年
掛

か
り
で
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た「
上
田
卸
団
地
ま
ち
づ

く
り
協
定
」が
、
10
月
16
日

に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
正

式
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特

別
委
員
の
方
々
初
め
、
組
合

員
並
び
に
関
係
先
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
協
定
」の
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
６
日
に
、
ご

指
導
い
た
だ
い
た
上
田
市
都

市
計
画
課
・
商
工
課
、
上
田

商
工
会
議
所
、
中
小
企
業
団

体
中
央
会
、
取
引
先
金
融
機

関
、
報
道
関
係
各
社
に
ご
案

内
し
て「
ま
ち
づ
く
り
協
定
」

の
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
組
合
員
と

の
締
結
調
印
、
賛
助
会
員
と

の
締
結
調
印
と
進
め
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
正
式
発
足
と

な
り
ま
す
。

　

関
係
先
企
業
の
皆
様
に

は
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
卸

団
地
の
企
業
立
地
の
環
境
が

整
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

組
合
設
立
50
周
年

　

本
年
９
月
に
は
、
組
合
の

設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る

通
り
、
10
月
17
日
に
記
念
式

典
並
び
に
記
念
祝
賀
会
が
催

さ
れ
ま
す
。

　

設
立
以
来
、
先
人
が
努
力

さ
れ
堅
実
な
組
合
の
運
営
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

50
周
年
を
機
に
、
新
た
な

50
年
に
向
け
て
、
飛
躍
の
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。

50
周
年
記
念
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、特
別
委
員
会（
委

員
長
桑
原
茂
実
副
理
事
長
）

で
い
ろ
い
ろ
検
討
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見

は
事
務
局
へ
ご
提
案
く
だ
さ

い
。遊

休
土
地
の
譲
渡

　

組
合
の
資
産
で
３
０
０
０

万
円
を
超
え
る
資
産
の
譲
渡

な
ど
は
、
総
会
で
の
承
認
が

必
要
と
、
定
款
第
44
条
に
定

め
て
あ
り
、
12
月
13
日
に
臨

時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
年
前
に
組
合
が
債
務
の

肩
代
わ
り
と
い
う
形
で
、
元

組
合
員
か
ら
取
得
し
た
土
地

を
、
現
組
合
員
の
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
へ
譲
渡
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

現
存
の
建
物
は
、
全
て
を

解
体
し
て
更
地
で
の
譲
渡
と

な
り
ま
す
。

　

引
渡
し
の
時
期
は
本
年
３

月
を
予
定
し
、
現
在
、
解
体

工
事
中
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
譲
渡
に
よ
り
、
組
合

の
借
入
債
務
は
償
還
さ
れ
ま

す
。

　

以
上
、
昨
年
は
様
々
な
出

来
事
の
多
か
っ
た
年
で
し
た

が
、
本
年
は
更
な
る
飛
躍
の

「
午
年
」に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

商団連会長表彰状

中小企業庁長官賞

発表会見（左から金井、丸山、高橋、桑原）
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飛
躍
の
「
午
年
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

丸
山　

正
一

商
団
連
会
長
表
彰

ま
ち
づ
く
り
協
定
発
足
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〝
先
人
た
ち
が
積
み
上
げ

て
き
た
過
去
を
振
り
返
り
、

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
。〞の
主
旨
の
も
と
、
組

合
員
全
体
の
ご
協
力
を
頂
き

事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『
地
域
社
会
、
関
係
各
位

へ
の
感
謝
と
今
後
の
組
合
活

性
化
の
た
め
』の
理
念
の
も

と
現
在
の
時
点
で
委
員
会
で

決
定
し
て
い
る
事
項
は
左
記

の
通
り
で
す
。

一
、
記
念
誌
、
並
び
に
紹
介

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

二
、
10
月
5
日（
日
曜
日
）卸

団
地
に
お
い
て
物
品
販

売
や
地
域
組
合
の
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト

三
、
組
合
会
館
大
ホ
ー
ル
の

愛
称
公
募

四
、
10
月
17
日（
金
曜
日
）記

念
式
典
、
祝
賀
会
の
開

催

　

ま
だ
ま
だ
、
内
容
に
不
備

な
点
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

た
く
さ
ん
の
組
合
員
の
皆
様

か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
聞
き
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
組
合
は
昭
和
39
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

還
暦
が
真
近
な
私
は
、
こ

の
時
期
が
日
本
経
済
が
一
番

活
気
が
あ
り
、
国
民
皆
に
夢

が
あ
っ
た
頃
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
は
、
そ
れ
ま
で
は

市
街
地
で
事
業
を
営
ん
で
お

り
ま
し
た
が
、
店
舗
、
倉
庫

の
狭
隘
化
、
駐
車
場
不
足
等

を
解
決
す
べ
く
、
経
営
の
近

代
化
を
計
り
、
変
化
す
る
流

通
に
対
応
し
地
域
経
済
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
店
舗
等
集

団
化
制
度
の
も
と
中
小
卸
売

業
者
を
中
心
に
協
同
組
合
を

設
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
十
年
ほ
ど
で
第
二

期
工
事
が
完
成
し
最
大
45
社

で
構
成
さ
れ
る
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
様
々
な
要
因
に

よ
り
現
在
は
33
社
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

社
会
構
造
は
大
き
く
変
化

し
長
野
県
に
お
い
て
も
20
年

後
に
は
約
30
万
人
の
人
口
減

少
が
予
測
さ
れ
る
少
子
高
齢

化
、
国
内
市
場
の
減
少
。
加

え
て
卸
売
業
の
再
編
統
廃

合
、
流
通
の
中
抜
き
等
厳
し

い
環
境
で
あ
り
ま
す
。

五
十
周
年
の
新
春
を
迎
え

副
理
事
長　

桑
原
茂
実
（
五
十
周
年
特
別
委
員
長
︶

201�年(平成25年）12月８日　信州民報より

201�年(平成25年）12月７日　信濃毎日新聞より

201�年(平成25年）12月８日　東信ジャーナルより

「まちづくり協定」スタート
12 月６日卸会館会議室において関係者を招き、発表会を行いました。

地図を前に都市計画課翠川課長・小岩井主査
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長野県
連合青果
株式会社
　 当 社 は 昭 和39
年に上田中央青果
株式会社として創
業しました。昭和
49年 に 社 名 を 現
在の長野県連合青果株式会社へと改称、佐久、松本、諏訪、
長野、群馬県伊勢崎、と県内外に市場を展開し、それぞれ流
通の拠点として皆様のお手元へ新鮮な野菜、果物をお届けす
るお手伝いをさせていただいております。昨年度には創立
50周年を迎えることができました。
　当社の使命は皆様の食卓に毎日あがる野菜や果物を生産者
や出荷団体と小売業者などの間に立ち、取引価格の適正化や
全国各地からの豊富な品揃えによる安定供給によって地域の
皆様の食に貢献することであります。また、全国屈指の農業
生産を誇り、東京・名古屋・大阪という大消費地の中央に位
置する長野県という立地を活かし、上田市を基点に販売先を
全国へと広め、長野県ブランドの発信を進めてまいります。
　流通業は大きな変革期を迎えています。人口の減少と高齢
化、農業人口の減少、小売業界の変化。当社は新しい時代に
も「選ばれる企業で在り続ける」ことを目標として掲げ、全て
のお取引先様のよきパートナーとして信頼と期待に応えるこ
とを目指してまいります。

卸団地企業紹介

卸団地のメンバーを順次ご紹介いたします

有限会社
中津屋商店
　弊社は、千曲市
森に創業。その後
大正２年に上田市
天神町に拠点を移
し、酒類小売業を
開始。
　更に昭和41年には新規事業として酒粕の卸売を開始し、
卸団地に進出しました。このような業態は県内でも大変珍し
く、それ以来品質と安全性は基より、美味しさを追求し、お
客様の信頼をいただけるよう努力しております。
　江戸時代から続く酒粕文化は、地元信州ならではの食習慣
へと形を変えて現在に至っております。特にここ上田は酒粕
の食文化が根付いているため、酒粕の需要は高く、私どもは
酒粕の卸売を専業としております。長年にわたり培った蔵元
との繋がりを生かした「吟醸・大吟醸」の高品質の酒粕を扱っ
ているのが最大の特徴です。
　酒粕の製品化は新酒の時期から翌年の春が最盛期で、蔵元
から直送された新酒をしぼったばかりの酒粕をタンクに貯蔵
し、約半年熟成させたものを皆様の食卓にお届けしておりま
す。
　今後も消費者の皆様に高品質な商品を提供し、地元の食文
化を伝えていくよう努めてまいりたいと考えております。

当社の主力商品

諏訪冷蔵
株式会社
　 当 社 は 昭 和25
年、丸一冷蔵㈱（諏
訪 倉 庫 ㈱ 関 連 会
社）として設立し
ました。当初は上
田駅前で製氷販売・冷凍保管業を行っておりましたが、昭和
48年、現在地へ移転しました。
　当時はまだ、氷は生活必需品でしたが、一般家庭用冷蔵庫
の急速な普及に伴い製氷需要は激減、製氷販売業務を廃止し
ました。昭和50年に現在の社名へ変更し、平成14年には諏
訪倉庫㈱上田支店内にも営業所を開設、今年で創立63年目
を迎え今日に至っております。
　当社の主な取扱品は業務用食品原料で、平成10年よりQAI
認証オーガニック製品指定倉庫となり、長野県下トップクラ
スの収容能力を備えた自動制御式冷凍・冷蔵倉庫を保有し、
県内外の食品関連会社様に広くご利用いただいております。
　近年の食品業界を取り巻く環境は非常に変化が激しく、厳
しい競争の時代となっています。その中で、当社は消費者の

「食」に対する「安全・安心意識」の高まりと、健康で豊かな食
生活を求める社会的ニーズの増大に対応すべく、「安全な食
品流通システム」を提供し、地域食品業界及び食品流通の円
滑化に広く貢献することで、今後も地域経済の発展に寄与し
て参りたいと思っております。

昨年10月に完成した大型倉庫

千代田電資
株式会社
　当社は、昭和12
年に千代田区丸の
内に「産業貿易商
会」として創業し、
自動車・船舶・航
空機の電装部品輸入と国内販売、電気絶縁材料の販売を開始
しました。
　昭和23年に商号を「千代田電資㈱」に改称しました。
　芝営業所、熊谷営業所開設の次に、昭和41年に上田市に
長野営業所を開設し上田卸商業協同組合には昭和47年に加
入しております。
　現在では、電気絶縁資材・各種電線の製造、加工販売、電
気工事材料・電気機械器具製造販売を中心に営業しています。
　当社は、顧客満足（CS）向上を追及する為に、あらゆる仕
事の品質向上に努めています。
　「CS向上」を追求するうえで、商品並びにサービスの品質
管理は、当社の重要課題と認識し、製品に関わる情報の収集
や開示によって利害関係者との「良好なコミュニケーション」
の維持を図っています。
　千代田電資を支えて下さる皆様との、コミュニケーション
を大切にしながら、企業活動が社会貢献に繋がると信じ、皆
様と共に明るい未来へとまい進していきたいと思います。

長野営業所事務所棟



平成26年１月１日　［�］上田卸団地だより第 ９ 号

組
合
の
動
き
（
抜
粋
）

（
会
議
な
ど
の
出
席
状
況
） 

10
月
１
日　

久
保
田
智
絵
職
員
入
局

　
　

２
日　

正
副
理
事
長
会

　
　

３
日　

中
金
会
ゴ
ル
フ
大
会（
軽
井
沢
）　

事
務
局
長

　
　

４
～
５
日　

関
東
連
絡
協
議
会（
横
浜
）　

事
務
局
長

　
　

10
日　

理
事
会　

建
物
解
体
工
事
に
つ
い
て

　
　

10
～
11
日　

大
感
謝
祭（
会
館
ホ
ー
ル
）

　
　

15
日　

柳
沢
園
子
職
員
退
職

　
　

16
日　

臨
時
総
会 

上
田
卸
団
地
ま
ち
づ
く
り
協
定
に
つ
い
て　

30
名

　
　

21
日　

中
間
監
査　

監
事
2
名

　
　

22
日　

秋
季
健
康
診
断（
会
館
ホ
ー
ル
）　

受
診
43
名

　
　
　
　
　

50
周
年
記
念
事
業
特
別
委
員
会　

５
名

　
　

27
日　

卸
団
地
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
浅
間
高
原
CC
）　

24
名

　
　

29
日　

秋
季
一
斉
清
掃　

近
隣
企
業
参
加　

55
名

　
　
　
　
　

環
境
委
員
会　

夏
花
の
抜
き
取
り　

９
名

　
　

31
日　

卸
団
地
制
度
50
周
年
記
念
式
典（
東
京
）　

正
・
副
理
事
長

11
月
３
～
４
日　

卸
団
地
青
年
部　

視
察
研
修（
東
北
方
面
）　

９
名

　
　

７
日　

理
事
会　

ま
ち
づ
く
り
協
定
締
結
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

中
金
会
経
理
担
当
者
会（
長
野
）　

久
保
田

　
　
　
　
　

中
央
会
事
務
主
任
者
会（
祥
園
）　

事
務
局
長

　
　

10
日　

バ
ス
ツ
ア
ー　

奈
良
井
宿
散
策　

35
名

　
　

15
日　

問
屋
町
会　

理
事
会
報
告　

建
物
解
体
工
事
に
つ
い
て　

18
名

　
　

22
日　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
プ
ラ
ザ
ボ
ウ
ル
）　

35
名

　
　
　
　
　

県
青
年
中
央
会　

本
会
創
立
40
周
年
記
念
事
業（
長
野
）　

３
名

　
　

25
日　

青
年
中
央
会
上
小
支
部
講
習
会（
さ
さ
や
）　

２
名

　
　

26
日　

50
周
年
記
念
事
業
特
別
委
員
会　

５
名

　
　

27
日　

十
日
会
視
察
研
修（
高
山
卸
商
業
セ
ン
タ
ー
）　

７
名

　
　

28
日　

事
務
主
任
者
会
総
会（
松
本
）　

事
務
局
長

12
月
３
日　

卸
売
問
題
懇
談
会（
松
本
）　

４
名

　
　

４
日　

長
野
商
工
中
金
会
第
2
回
役
員
会（
長
野
）　

理
事
長

　
　
　
　
　

環
境
委
員
会　

花
苗
植
栽 　

９
名

　
　

５
日　

中
央
会
上
小
支
部
役
員
会（
祥
園
）　

理
事
長

　
　

6
日　

正
副
理
事
長
会

　
　
　
　
　

上
田
卸
団
地
ま
ち
づ
く
り
協
定
発
表
会（
卸
会
館
）　

10
社

　
　

10
日　

理
事
会　

臨
時
総
会
招
集
に
つ
い
て

　
　

11
日　

十
日
会
忘
年
会（
東
急
イ
ン 

）　

18
名

　
　

13
日　

臨
時
総
会　

 

旧
堀
内
商
店
跡
地
の
売
却
に
つ
い
て　

31
名

　
　

17
日　

50
周
年
記
念
事
業
特
別
委
員
会　

６
名

　
　

26
日　

健
康
管
理
事
業
推
進
委
員
会（
松
本
）　

事
務
局
長　
　

十日会視察研修
　 高 山 卸 商 業 セ ン
ターとの活発な情報
交換を行った後、飛
騨牛の昼食、まつり
の森では、祭り屋台
や世界一の大太鼓を
見学しました。

10月～12月事業報告

　多くの方々のご参加
で、道路のごみ拾い、
草取りを行いました。
　卸団地内が大変きれ
いになりました。

秋の一斉清掃
10月29日㈫

秋季ゴルフコンペ
個人優勝　久保田秀彦（ムラタヤ）
準優勝　　児玉　広司（システムプラン）
団体優勝　㈱ユダ

10月27日㈰
浅間高原CC

優　勝　久保田智絵（卸組合）
準優勝　花岡　厚良（ムラタヤ）

ボウリング大会
プラザボウル 11月22日㈮

バスツアー もみじ湖～奈良井宿

　もみじ湖の紅葉が大変美しく、また、奈
良井宿では地元のガイドさんの説明を聞き
ながら、散策しました。

11月10日㈰

大 感 謝 祭
10月10日㈭・11日㈮
来場者　195名

お得意先小売業者様に、感謝の気持ち
を込めて、大抽選会を開催しました。

高山卸商業センター
11月27日㈬


